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【一人一人が輝く 自慢できる学校】 一宮市立浅井中小学校 校長 福 田 聡

平成２８年度は、児童数４３５名、１６学級、教職員数３１名で浅井中小学校はスタートしました。４月６日（水）の入学

式、そして翌７日（木）の始業式では、子どもたちは「今年も頑張るぞ」という表情で、目がキラキラと輝いていま

した。この様子を見て、私たち教職員は、子どもたちのやる気に応えられるよう決意を新たにしたところです。

本校の教育目標は、「よく考え 進んで勉強する子」「美しく あたたかい心をもつ子」「健康でしんぼうづよ

い子」です。この目標については、集会などの機会を

通して、具体的な姿として子どもたちに伝えていき

たいと考えています。例えば、入学式では１年生に分

かりやすいように「考える子」「あいさつや返事がで

きる子」「元気な子」という姿として表わしました。

また、始業式では、浅井中小学校を『一人一人が輝

く 自慢できる学校』にしたいと全校児童に話しまし

た。学校の主役は子どもたちです。子どもたちが学

校に通ってく るからこそ、学校は存在しています。その子どもたち一人一人が主人公となり、学校生活のいろい

ろな場面で輝く ことができる学校にしたい、そして子どもたちが自分の学校を自慢できる（誇りに思える）学校

にしたいという思いを込めています。

５月２日（月）には、本校の伝統行事である「ふれあい遠足」を快晴の下、行うことができました。６・１年生、５・３

年生、４・２年生というペア学年を作り、全校が同じ目的地である大野極楽寺公園まで徒歩で移動しました。移動

中は高学年の子どもたちが、低学年の児童の手をつないであげたり、低学年の児童を歩道側に移してあげたり

するなど、優しく接する場面がいくつも見られました。

目的地である大野極楽寺公園・１３８タワーパーク内で行った

スタンプラリーにおいても、仲良く歩きながら上級生が下級生

を気遣う姿があちこちで見られました。このような取り組みを

通して、本校の合言葉である『であい ふれあい わきあい

あい』のように、互いの立場や気持ちを考えて行動できる子ど

もを育てていきたいと考えています。

今年度も保護者の皆様をはじめ地域の方々の変わらぬご

理解とご支援をよろしくお願いいたします。

一宮市社会福祉協議会浅井支会 評議員会 開催

4 月 28 日（木）社協支会評議員会が浅井公民館で開催された。

大野連区長よりシルバー事業、ピカピカ大作戦、団体助成等関連事

業について説明があり、前田民生会長から次期民生委員候補者の

人選協力と要援護世帯の発見・支援ならびに孤独死の防止に向けた

町会長・班長・近隣住民との連携強化について呼びかけがあった。



第 60 回児童福祉大会 『その笑顔 未来を照らす 道しるべ』（平成 28 年度児童福祉週間 最優秀標語）

5 月 8 日（日）浅井町連区児童育成協議会主催 第 60 回児童福祉大会が浅井中小学校で開催された。

保護者と子どもの代表が「こどもは次の時代を担う宝です。愛情の中にも厳しさをもって健全育成に努めま

す」「ぼくたち、わたしたちは、運動や勉強にはげみ、友達みんなと仲良くします。さらに将来の夢に向かって努

力します」と力強く宣言。中学生ボランティアが大会運営を手伝う中、参加者 800 名が大縄跳び、ドッチビー、玉

入れ、ストラックアウトなどのゲームをグラウンドいっぱい楽しんだ。

大縄跳び ドッチピー 玉入れ

平成 28 年度 第１回 浅井中学校区青少年健全育成会 開催

５月９日（月）、学校、保護者、地域の代表者が浅井中学校に集い、第１回浅井中学校区青少年健全育成会が開

催された。秋元淑江浅井中 PTA会長は「子どもたちの健全育成を図るため、地域の皆様とともに諸活動を進め

ます。ご協力をお願いします」と挨拶。あいさつ運動、学校公開、安全マップや健全育成会だよりの発行、健全育

成標語・ポスターの募集、学習マナー等について協議した。第１回浅井４小中学校連携あいさつ運動は５月３０日

（月）～６月４日（土）。ご家庭でも、地域でもあいさつの輪が広がるよう 、ご協力よろしくお願いします。

浅井中学校図書館で健全育成会開催 「ろうかはゆっく り歩こう 大きな声であいさつをしよう 」 あいさつ運動の様子

一宮ソシアルクラブ 交流会で 講演会や老人施設慰問等 平成２８年度事業発表

５月１２日（木）一宮ソシアルクラブは浅井連区団体役員との交流会を澤佳で開催。堀場 学会長は「一宮ソシ

アルクラブは、昭和４９年４月地域の有志 60 余名により設立されて４２年になる。懇親融和、社会奉仕、文化向上

を掲げて活動を続けており、今年度は、恒例の浅井４校への図書贈呈、２回の講演会、老人施設慰問を予定して

いる。会員の減少と高齢化が進むが、引き続き地域の発展に尽く したい。是非入会をお願いします」とあいさつ。

＊第１回講演会 ７月７日（木）13 時より 浅井公民館中会議室

子どもの家「ともいき」施設長 金村佳生氏 「養護施設について 皆さんに伝えたいこと」

＊老人施設慰問は「キンブル劇場」を開催 ユーハウスいわと：５月、 チアフル浅井：６月、 あいふるの里：７月

アウン：８月、 ウエルコートみづほ：８月、 のびのびクラブ：９月


